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69　　　　 GnRII 　 agoni 日t 使用 下 の 体外受 精 プ ロ

グ ラ ム に お け る 妊娠を 示唆す る 重要因子の 選 択

70　　　　　 男性因子不妊症治療に お け る Zona

Opening 法の 有効性 に つ い て
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〔目的 〕GnRH −
agQnist を用 い て

， 内因性 ゴ ナ ド ト

ロ ピ ン 抑制下 に 過排卵刺激 を行 な い
， 諸因子 の う

ちい ず れ が 妊 娠成功 の 指標 に な るか CC つ い て 検 討

し た ．〔方法 〕 Buserelin 　 900 μ g 〆day を 前周期 の

21 日 目（25 周期 ）， また は実施 周期 の 1 日目よ り（17

周期 ）投与 し た・月経 周期 3 日目よ り HGM を 投与 し
，

HCG10000 　iu投 与後 34 時間後 に 採 卵 した．採卵 日

を Day 　O と し
，
　Day −4 よ り Duy ＋ 5 ま で の 血 巾LHl

Estradiol （E2 ），
　Progesterone （P4 ）を測 定 し た ，

次 に
， 合計 42周期 を 妊娠 周期群 （P群 ，

6周期 ）， 非

妊娠 周期 で 受精 率 50 ％以上の 群 （H 群 11 周期）， 非

妊娠 周期で 受精率 50 ％未満の 群 （L群 ，
25周期） に

分 けて 比較 した ．〔成績 〕L ・ ng
，
　Sh ・ rt い ずれ の

protocol で もpremature 　LH 　 surge と思 わ れ る もの

は な く
，
LH は 低 値 で あ っ た ．ま た

，
　P群 は 全 て Long

protocoMl 含ま れ た ．HMG 投与総量で は ，
　 H 群が 1、

群 に 対 し て 高値 を 示 し た が
，

P 群 に お け る 使用 量

が 最 も少 な か っ た ．卵胞 数 で は ，
H 群 が 1 群 に 比

して 多か っ た。E2 で は
，
　Day −2で P 群 （3328 土2269

pg ！nct ）カ911群 （2241 」： 12171 ）g／mt ），　L 君羊（2300 ：辷870

pgfmの に 対 し有意 に 高値を示 し た．Day − 1で も同様の

傾向で あ っ た魁 Day → 1 で は 差 は なか っ た ．次 に
，

一
卵胞 当 た りの E2 に つ い て も検討 し た が 有意 差 は

認 め られ な か っ た ．さらIC
，
　P4 に つ い て は ，

　 Da γ

一2 （HC （殺 与 前 ）か ら Day ＋ 1 ま で の 値は 8 群 間で 差

は な く，
Day 十3 に お い て P 群 （79 ．0±35．9ngfmt ）は H

群 （53 ・53 ±21 ・9ng ！mt ）より有意 に 高か っ た ・〔結 論 〕

  い ず れ の 方法 で も Bus ・ ・ elin に よ り， 内因 ee　LH

は 抑制 され た が
， 妊娠例 は 全 て Long 　pr 。 tocol で

あ っ た ．  E2で は ，
　 Day − 2の 値 が 最 も電 要 で ， 妊

娠成功 の 指 標 に な る ．  P4 で は， 採 卵前 の 値 よ り

Day ＋ 3 の 値 力  妊 娠 に 影響す る ．

［目 的］IVF −ET は 男 性 因子 不妊治療法に 広 く行わ

れ て い る 。し か し そ の 受 精 率 は 他因子患者 に 比べ

低 率 で あ り妊 娠 率 も満足す べ きもの で は な い
。 我

々 は IVF−ET に お け る 男性 因子患者の 受 精 を 補助す

る 方 法 と し て Zona 　Opening 法を独自に 開発し ヒ ト

IVY−ET で の 受精に 対す る本法の影響に つ い て 検討

し た 。　〔方法コ前 回 ま で の IVF−ET で受精率が 0 ％

で あ っ た 高度乏精子症 ，精 子減少症患者 の うち 同

意が 得 ら れ た 症 例 に 対 し て IVF−ET で 得 られ た 卵

子 の
一

部 を本 法 に 供 し，48 個 は 採卵 当 日（Day 　O）

に ，28 個 は 翌 日 （Day 　1）に ZonaOpening を施行 し

受精 の 有 無 を 検 討 し，更 に 精子濃度．精子運動率，

媒 精 後 の 透明 帯精 子接着，囲卵腔内精子侵入 と本

法 に よ る受精 成 立 と の 関連 に つ い て検討 した 。

「成 績］正 常 受 精 率，多 精子受精率 は DayOContro

t ＆6 ％，O．O％ ，　ZonaOpening27D ％ ， 7．7％
，
DaylCo −

ntrolO ．0％，0．O％，　ZonaOpening 　21．4S ， 33．3％ と共

に ZonaOpening で 高 値 で あ っ た 。　ZonaOpening に

よ る 受 精 群，非 受 精 群 で 精 子 濃度，運動率に 差は

認 め ず 透 明帯 付 着 精 子数 ，囲卵腔精 子数 は 受精群

で 27、9 ，68 ，非受 精 群 で 6．6 ，L3 と受精群 で 共 に 高

値で あ っ た 。　［結論コ本法 は 高度男性因 子不妊 I

VF で の 受精率向 上 に 有効 で あ る が 通常精液検査 で

は そ の 効果は 推 測 で きず透明帯精 子接着等の 機能

的 検査 の 必 要性 が 示唆 され た 。
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